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論 文 題 目
多項式ファジィモデルに基づく制御法の提案とSum Of Squaresによる解法
に関する研究
近年の制御対象の複雑化 。多様化に伴い、非線形システムに対する非線形制御手法の需要が
高まっており、より保守性の低い非線形制御手法の確立が重要である。
非線形制御手法の一つであるファジィモデルに基づく制御は,他の非線形制御手法に比べ,「簡
単に。自然に。効果的にJ非線形制御を実現できることが特徴である.近年,ファジィモデルに基
づく制御をよリー 般化した,SOS(Sum of Squares)に基づく多項式ファジィ制御系設計手法が提
案されている.SOSとは多項式の平方の和を意味し,多項式がSOSであるときその多項式は非負と
なる.SOSに基づく多項式ファジィ制御系設計手法は,この SOSの特徴とリアプノフ安定論を組み
合わせることによつて、制御系を設計する手法である。先行研究によつて、連続系システム、離
散システムに対する安定解析条件、安定化条件、最適性を考慮した設計条件等が導出されている。
SOSに基づく制御系設計手法以外のその他の非線形制御系設計手法として,Piecewise Lyapunov
関数に基づく制御系設計手法がある.Piecewise Lyapunov関数に基づく制御系設計手法は,複数
のスカラー関数を組み合わせることで,一つのリアプノフ関数とする手法である.
一方,実システムにおける制御系設計では必ず しも全ての状態量が観測できるとは限ら
ないため,状態量を推測するオブザーバが必要 となる場合がある。そのような場合,上
記のような非線形制御手法に対応する,より保守性の緩いオブザーバが求められる。
本研究では,従来手法より保守性が緩いオブザーバ設計条件の導出を行なうと共に,従来の二次
形式リアプノフ関数と異なったアプローチによつて,より保守性の緩い制御系設計手法の設計条
件の導出を目的とする.具体的には,まずSOSに基づく多項式ファジィオブザーバ及び,推定量を用
いた多項式ファジィコントローラの設計条件の導出と,Piecewise Lyapunov関数に基づくオブザ
ーバ設計条件の導出を行なう.また,より保守性の緩い制御系設計手法を目指し,平方完成による
多項式非負判別の条件や,線積分を用いた多項式リアプノフ関数を提案し,その条件の検証を行な
つている。
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